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Range 0<T<Th Th<T<Ti Ti<T
点欠陥(Dislocations) BoundinpalrS Free Free
線欠陥(Disclinations) Boundinquartets BoundinpalrS Free
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図3 Hexatic-Solid転移
転移点は0.910(2)
3 結論及び考察
本研究では隣接配向秩序の非平衡緩和過程を調べ､2回のKT転移を確認した｡これ
はKTHNY理論を支持する結果である｡動的スケーリングにより､相転移点は0.901(2)､
0･910(2)と求められたが､これはJasterがモンテカルロで求めた結果､0.899(1)､0･91と
良い一致を示している【13]｡ただし､これらの値は一次転移説を取るほかの研究とは異なっ
ており､これは強い有限サイズ効果によるものだと考えられる｡Zolweg等は有限サイズ
効果について詳しく調べ【14]､サイズが大きくなるにつれて共存領域が狭くなることを報
告している｡事実､最初にAlder等が報告した転移密度は0.880と0.912であり､その後
計算能力の向上につれ､二つの転移密度は近づいていった.ただし､一次転移説を取る場
合は､二つの密度は純粋な液体が実現する最高密度Piと純粋な固体が実現する最低密度
〝mの意味とする｡定義からpm≧piである｡KTHNY説を取る場合は､二つの密度は中
間相であるHexatic相の存在範囲(pi≦p≦pm)を意味する.Zolweg等は熱力学極限に
おいて共存領域が生き残るかどうかはわからないとしているが､本研究において非平行緩
和法で無限系の情報を正しく得ているとするならば､非常に狭い領域ではあるが､共存相
(Hexatic相)は存在すると結論できる｡ 最近の研究では､Sengupta等がモンテカルロと
くりこみを組み合わせた議論を展開し､KTHNYのくりこみ方程式は一次転移と連続転移
が微妙な範囲にあると報告している【15】｡それによれば数値計算では二つの転移のクロス
オーバーが見えてしまい､どちらか区別するのは難しい｡本研究により､KTHNY理論を
支持する票を一票投じたことになるが､今後､さらに精度が高く､かつ決定的な証拠の発
見が待たれる｡
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